
94 ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 08 ││

インデックスサービスとは？

ウィンドウズXPに組み込まれている

「インデックスサービス」は、もともとは、

インデックスサーバーという名称のソフト

ウェアで、ウィンドウズNT用のIIS（マイ

クロソフトのウィンドウズ用ウェブサー

バーソフト）から全文検索を行うための

サーバー用ソフトウェアとして1996年に

登場した。その後、ウィンドウズNT 4.0

のオプションパックにインデックスサー

バー2.0が搭載され、ウィンドウズ2000か

らは、インデックスサービスとなってOS

標準のモジュールとなった。ただし、

バージョン番号は、以前のものを引き継

ぎVer.3.0のままだった。

ウィンドウズXPに搭載されているイン

デックスサービスも同じくVer.3.0だが、

ウィンドウズ2000のものに対して、オー

ディオやビデオなどのメディアファイルが

持つプロパティーにも対応するように

なっている。

インデックスサービスは、ファイルを対

象とした全文検索型の検索エンジンであ

り、IFilterと呼ばれるコンポーネントを使

ことでインデックスサービスを使って

PDFを対象とした検索を行うことが可能

になる。ただし、現在配布されているの

は、2004年にAcrobat 6.0用に作られた

IFilter v6.0で、対応する PDFのバー

ジョンは1.5までのため、最新のAcrobat

7.0で作成されるPDF 1.6には対応して

いない。

このインデックスサービスは、エクスプ

ローラの検索機能が利用しているほか、

ウィンドウズを使ったウェブサーバーで

検索を科学する
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うことで、さまざまなアプリケーションの

ファイル形式に対応できる。

標準では、テキストファイル、Officeド

キュメント、HTML、MIME（電子メール

のメッセージ形式）に対応しており、一部

のアプリケーションは、自身のインストー

ル時にIFilterを組み込むものがあるほ

か、ウェブサイトなどでIFilterを配布して

いるところもある。

たとえば、アドビは、PDF用のIFilter

の配布を行っている※1。これを組み込む

今回は、ウィンドウズXPに標準で組み込まれている検索機能「インデックスサービス」について解説する。これは、エク

スプローラから検索を選んだときにも利用される機能で、あらかじめファイルに関してインデックスを作成しておくとい

うもの。機能的にはGoogle Desktop Searchと同じだが、ファイルやディレクトリーに対してインデックス化の可不

可の設定ができるなど、OS組み込みならではメリットもある。
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図1 インデックスサービスは、インデックス作成を行うIndexing部と、検索を行うQuery部から構成
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は、標準的な全文検索システムとして利

用されている。検索ページの拡張子が

aspや aspxになっているサイトは大概、

インデックスサーバーを利用している。

インデックスサービスの構成

インデックスサービスは、大きく、文書

をスキャンし、インデックスファイル（カタ

ログ）を作成するIndexing部と、外部か

らの問い合わせに応じてカタログを検索

するQuerying部に分かれている（図1）。

インデックスサービスとはいうが、もとも

とインデックスサーバーといっていたよう

に単純なサービス（ウィンドウズでGUIを

持たずにバックグラウンドで動作するプ

ログラム。Unix系でいうデーモン）では

なく、さまざまなモジュールの集合体で

ある。

前者をインデックスサービスの実体で

あるcisvc.exeが行い、後者は、いくつか

のDLLがAPIを実装し、サーチエンジ

ンを制御する。

Indexing部は、NTFS上では、NTFS

が持つジャーナル機能を使って、ファイル

の作成や削除、変更を検出する（ただし

初めてIndexing（インデックス化）が行わ

れる場合には全てのファイルのスキャン

を行う）。FAT上などでは、定期的なス

キャンによりこうしたファイルを検出する

（図2）。

対象となるファイルは、デフォルトまた

は組み込まれたIFilterを使い、テキスト

などが抽出される（図3）。インデックス

サービスでは、単にファイル内のテキスト

だけでなく、ファイルの更新日時やタイト

ルなどのメタデータもインデックス化の対

象となる。

このフィルターメカニズムが生成するの

は、Word Listと呼ばれる単語のリスト

だ。これは、IFilterが抽出したテキスト

などを、ロケール（地域／言語設定）に応

じて単語に分解し、さらにノイズワードを

排除する。「ノイズワード」とは、数が多く、

検索対象を絞ることができない単語のこ

とだ。英語なら冠詞や前置詞などで、日

本語ならば「が」や「を」といった助詞な

どが相当する。単語への分解やノイズ

ワードの定義は、ロケール単位で行われ

ている。

こうしてできたWord Listはカタログ

に登録され、検索時に検索語から対象

ファイルを見つけるために利用される。

なお、カタログは標準では各ボリューム

にある「¥System Volume Information」

内にあり、通常はファイルとして見ること

はできない。

このWord Listのままでは、データサ

イズが大きすぎてメモリーなどに置くこ

とができないため、これを圧縮して記録

するインデックスを作成する。これには、

ShadowとMasterの2つがあり、Word

Listは、一定量を超えた段階でいったん

Shadow Indexにマージされる。その

後、1日に1回（レジストリーの設定によ

る）、Shadow IndexとMaster Indexが

マージされることになる（図4）。

2段階でマージを行うのは、マージ作

業が比較的負荷の高い作業であること

と、作業中も検索を可能にするためと思

われる。Shadow Indexの段階よりも

Master Indexのほうが、圧縮率が高く、

よりコンパクトな状態となっている。
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図3 Indexing部は、変更、追加されたファイルをIFilterを使ってテキストに分解する。その後、これ

を単語に分解し、Noise Wordを取り除いた後、Word ListとしてCatalogに登録する。
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Indexing

図2 Indexing部は、NTFSからのファイル変更の通知または、ファイルシステムの定期的なスキャン

により変更、追加されたファイルやディレクトリーを検出。これをいったんlogとしてCatalogに登録

する。その後、logを元にインデックスの更新を行う。
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図5 Query部は、外部アプリケーションからAPI経由で検索条件を受け付ける。その後、その検索条件

を前処理（オプティマイズ）してから検索を行う。

図4 Word Listは、一定サイズを超えた段階で圧縮処理が行われ、Shadow IndexとしてCatalogに登

録される。その後、1日に1回といった頻度（レジストリーで指定）で、Shadow Indexは、より圧縮度の

高いMaster Indexにマージされる。Word List、Shadow Indexes、Master Indexともに検索時には

インデックス情報として利用される。このような構成になっているのは圧縮処理に時間がかかり、その間

も検索を実行できるようにするためである。

IFilter

このIndexingの中核となるのは、IFil-

terと呼ばれるDLLモジュールである。

これは、ファイルからテキストなどを取り

出す際に、ファイルタイプに応じて呼びだ

される。

インターネットを検索するとさまざまな

IFilter が公開されている。とりあえず

Googleなどで「IFilter」と検索してみると

いいだろう。MP3やJPEGといったファ

イル用のIFilterが見つかるはずだ。

IFilterに関しては、「Desktop Search

IFilters」※2などに情報がある。

IFilterは、ファイルをチャンク単位に分

割する。各チャンクは、テキストかプロパ

ティのどちらか（あるいは IFilter 固有

データ）になる。プロパティーとは、たと

えば、文書名などのメタデータであり、

HTMLタグのアトリビュートなどが対応

する。

このチャンクに対して、さらにテキスト

や値（プロパティーのとき）の取得を行わ

せる。

チャンクからテキストが取り出されると

その後の処理は、インデックスサービス

側で行われる。インデックスサービスで

は、言語情報（これもプロパティーとして

IFilter経由で取得する）を利用して、テ

キストをWordに分割する。インデックス

サービスでは、これをWord Breakerと

よんでいる。

つまり、IFilterは最低限、ファイルから

テキスト分解してテキストを抽出できれ

ば、あとの処理は、インデックスサービス

側で行ってくれるわけだ。

各文書が持つプロパティについては、

カタログ内にキャッシュとしてプロパティ

値を保存する。このようにすることで、文

書にアクセスせずとも、プロパティ値を

得ることができる。

また、このIFilterは、インデックスサー

バーだけでなく、SharePoint Portal

Server、Exchange、SQL Serverなども

利用する。

ある意味、ウィンドウズで、固有のデー

タ形式を持つファイルを検索する場合の

標準的なフィルターといってもいい。

検索インターフェイス

インデックスサービスは、SQLまたは

専用の問い合わせ言語で検索条件を指

定する。検索条件を受け取ったら、これ

を前処理し、その後、Catalogを使って対

象となるファイルを見つける。すでにイ

ンデックス化が行われているため、検索

処理はこのインデックス内から条件を満

たすエントリーを探し、対応するファイル

（のパス）を得るという処理になる（図5）。

ファイルの更新日時などのプロパティー

情報は、事前にCatalog に Property

キャッシュとして登録されているため、検

索ごとにファイルにアクセスする必要は

ない。

インデックスサービスは、アプリケー

ション側のインターフェイスとして以下の

ものを持っている。

・ISAPI（IISからの呼び出し）

・OLE DB Helper/Provider（OLE DB）

・ActiveX Data Object（埋め込みオブ

ジェクト）

・Query/Admin Helper（OLEオートメ

ション）

インデックスサービスは、インデックス
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図6 ウィンドウズXPにあるインデックスサービスの管理ツール（管理コンソール）。ここからイン

デックスサービスの起動やMaster Indexへのマージなどを指示できる。

サーバーとして登場したときに、IISと組

み合わせて使うため、ISAPI（Internet

Server Applications Programming

Interface）と、C++、Visual Basicなど

の言語からの呼び出し、HTML内のスク

リプトからの呼び出し（埋め込みオブ

ジェクト）などに対応していた。その後、

アプリケーションからデータベースとして

アクセスできるようにしたり、インデック

スサービス自体の制御を行うインターフェ

イス（OLE DB Helper、Admin Helper）

を持つことになった。

これらのAPIでは、インデックスサー

バー専用の問い合わせ言語（Indexing

Service Query Language）もしくはSQL

を利用する。これはAPIにより検索条件

を指定する言語が違っているということ

である。SQLだけに統一できないのは、

HTML経由などの問い合わせの際に、

検索条件を指定し、それを直接インデッ

クスサービスが解釈するからである。

ウェブサイトなどで、検索機能にAND

やORのついた検索があるが、このよう

な条件検索を直接実行できるようにした

のがインデックスだった。このため、簡易

な検索言語が定義されており、これを入

力としてASPファイル内で、検索対象な

どを指定して簡単にサイト内の全文検索

ができるようになっていた。このときの検

索言語が一部のインターフェイスで利用

できる。

標準状態だとIFilterがほとんどインス

トールされていない状態なので、実際の

ところ、インデックスサービスにはあまり

利点がない。しかし、利用頻度の高い

ファイルを対象とするIFilterを入手でき

れば、検索はエクスプローラから直接行

えるため、場合によっては、本連載の第

1回で解説したGoogle Desktop Search

（以下、GDS）よりも便利なことがある。

一番の違いは、ファイルの日付や拡張子、

ディレクトリーなどを指定して検索が可能

なことだ。こうした条件設定により、キー

ワード自体では絞りきれない検索であっ

ても、候補をかなり絞ることが可能だ。

ウィンドウズ内での検索

このインデックスサービスは、エクスプ

ローラの「検索」機能、標準では、犬が出

てくるあの検索機能で利用されている。

ただし、そのためには、インデックスサー

ビスを有効にし、対象となるファイルに対

してインデックス化を許可するフラグを設

定しておく必要がある。

この検索機能は、インデックスサービス

がオフであっても、その場で対象ファイル

の検索を行うようになっており、インデッ

クスサービスを止めていても時間はかか

るものの検索機能は利用できる。

もう1つあるユーザーインターフェイス

は、管理コンソール（図6）で、これは次

のプログラムを実行する。

C:¥WINDOWS¥system32¥ciadv.msc

ここでは、インデックスサービスの起動

などに加え、カタログのクリアや前述の

Master Mergeなどを強制的に行わせる

ことが可能だ。

現時点では、ユーザーが利用できるイ

ンデックスサービスのユーザーインター

フェイスはこの程度だが、IIS上でASP

（Active Server Pages）を使って検索

フォームを作成することはできる。

次世代ウィンドウズでも利用

マイクロソフトが発表したデスクトップ

サーチや、次世代ウィンドウズ（コード名

「Longhorn」）に搭載される検索機能は、

このインデックスサービスをベースにした

ものになるという。

標準状態では、GDSほど対象ファイル

が多くないのが欠点だが、英語版が提供

されている「MSN Search Toolber with

Windows Desktop Search」では、200

種類以上のファイル形式に対応している。

年内には、日本語にも対応するとのこと

なので、これが登場すれば、もう少し使

いやすいものになるだろう。

前述したが、インデックスサービスで

は、メタデータ（プロパティー）を取り扱う

ことができ、検索パスを制限することも

可能である。このため、ローカルディスク

上のすべてを検索結果としてしまうGDS

よりも使いやすい場合がある。

たとえば、自身で作成した文書を特定

のフォルダー以下に入れていて、その他

のディレクトリーに検索の対象にもする

が、インターネットなどからダウンロード

したPDFファイルが大量にある場合な

ど、GDSでは、検索結果が大量すぎて、

なかなか目的のファイルが見つけにくいこ

とがある。（GDSのプラグインソフトGoogle

Desktop Extremeなどである程度は対

応可能。http://desktop.google.com/plu-

gins.html参照）

ドキュメントなども整備されていて、ア

プリケーション側でファイル検索機能を実

装しなくとも、インデックスサービスを呼び

出すだけで検索機能を付加できる。

こうしたメリットがありながら、いままで

あまり活用されてこなかったのは、IFilter

の提供など、マイクロソフト自身があまり手

間を掛けてなかったのが理由だろう。
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